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はしがき

　ハンガリーといえば，なにより首都ブダペストの美しい街並みが思い出され

る。そう，ドナウ河の岸に壮麗な国会議事堂があり，丘上のキリスト教会や古

城も見渡せる，かの街並みである。

　ハンガリーの魅力は，むろん首都の美しさにとどまらない。煮込み料理のグ

ヤーシュや地方産ワインは味わい深く，のんびり寛げる温泉も点在する。

　中欧の内陸国であるハンガリーは，多くの国と国境を接する。北隣りのスロ

バキアから，時計回りにウクライナ，ルーマニア，セルビア，クロアチア，ス

ロベニア，オーストリアと実に 7 つを数える。北海道よりもやや広い国土に

970万人ほどが居住し，機械工業，化学，農業，畜産業が盛んである。近隣の

国々と2004年に欧州連合（EU）に加盟したこともあり，EU 諸国との経済関係

がとくに強い。

　このようなハンガリーに，稀代の男性政治家が現れた。オルバン・ビクトル

その人である。同国では，日本と同じくしばしば名字が先に来るため，オルバ

ンが名字，ビクトルが個人名ということになる。1963年にブダペストに程近い

土地で出生したオルバンは，反ソビエト連邦・反共産主義の若き闘士として名

を馳せ，冷戦が終結して10年と経たない35歳の時に首相に就く。そののち下野

することもあったが2010年に返り咲き，延べ16年以上にわたりハンガリーにお

いて権力を握り続けてきた。

　本書がオルバンに注目するのは，彼のハンガリー施政が，EU で重んじられ

る民主主義，人権の尊重，法の支配といった価値に違反し続けたからである。

　オルバンの施政が EU の価値に照らして問題であることは，ヨーロッパとハ

ンガリーを専門とする法学者や政治学者らによってたちまち指摘されるところ

となった。それとともに問われるのは，そうした問題が指摘されながらも EU

が適切に対応できなかったという事実である。

　ハンガリーという国の魅力について冒頭で触れたが，それ以上に筆者を魅了
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するのが同国に生きる人々の熱情である。1956年のハンガリー革命は，当時の

共産党政権とその背後にあるソビエト連邦への強烈な異議申し立てであった。

東ドイツの人々をオーストリアに越境させた汎ヨーロッパ・ピクニックは，ハ

ンガリーであったからこそ生起したであろう画期的な出来事であった。旧東側

陣営の国として迅速に民主的な選挙に移行したのも，そして，西側を象徴する

文書であったヨーロッパ人権条約に逸早く加入を決めたのも，他ならぬハンガ

リーであった。

　このような人々の熱情は，近年はどのような形で存在し，そして表出してい

るのだろうか。

　筆者はこれまで，EU の意思決定の仕組みやヨーロッパ次元での人権保護の

あり方を理解することに時間を割いてきた。その一方で，EU に加盟する国々

の政治や社会の堅実なウォッチャーであったわけではない。ハンガリーについ

てもその例外ではないが，それでも同国の人々の鼓動は，ほとんど常に筆者の

気持ちをざわつかせている。


	はしがき
	序　章　EU の中の権威主義国家・ハンガリー
	本書の目的
	ハンガリーとEU
	オルバン登場とハンガリーの権威主義化
	権威主義化の要因
	価値の共同体としてのEU
	本書の構成

	コラム　若き日のオルバン
	第Ⅰ部　オルバン政権下のハンガリーとEU 対応の様相
	第1章　権威主義化するハンガリーとEU の困惑
	1 　EU による対応の手段
	予防手続きと権利停止手続き（EU 条約第7 条）
	義務不履行手続き（EU 運営条約第258条～第260条）
	その他の手段
	2 　EU 機関の初動
	オルバン施政の問題性
	欧州議会の初動─非拘束的決議による警告
	欧州委員会の初動─義務不履行手続きへの着手
	理事会の初動─欧州委員会への名指しなき要請
	3 　欧州委員会による法の支配枠組みの導入
	法の支配枠組みの概略
	欧州委員会の打算としての法の支配枠組み
	理事会と法の支配枠組み

	第2章　背景としてのEU 党派政治
	1 　EU における党派政治の形成
	2 　対オーストリア外交制裁と2010年代のEU
	外交制裁と党派政治の論理
	オーストリアからハンガリー，ポーランドへ
	3 　フィデスと欧州人民党
	EU による対応の停滞
	欧州人民党の影響力
	欧州人民党幹部の擁護
	4 　ポーランドとEU
	「法と正義」の再登場
	法の支配枠組みの運用から予防手続きの着手へ
	ハンガリーとの比較
	5 　ヨーロッパの党派政治とポーランド「法と正義」
	欧州保守改革党の加入政党としての「法と正義」
	「法と正義」の劣勢

	第3章　欧州議会によるハンガリー対応の虚実
	1 　歴史的な決議としての2018年9 月12日決議
	2 　ハンガリーにおける問題の深刻化
	「さあブリュッセルを阻止しよう」
	2017年5 月決議の採択
	3 　欧州人民党の変化
	痺れを切らす党幹部
	採択へのハードル
	4 　規範的な反応？
	欧州人民党ベーバー副党首の野心
	国家間対立との連動


	第Ⅱ部　オルバン権力とヨーロッパ価値共同体の動揺
	第4章　欧州人民党とフィデス
	1 　EU による対応の停滞と欧州政党
	2 　欧州人民党による加入資格停止処分
	3 　処分の含意
	4 　フィデス除名への欧州人民党の躊躇
	躊躇の要因
	欧州議会会派におけるフィデスの処遇
	5 　フィデスの欧州人民党残留
	選択肢としての残留
	キリスト教民主主義への固執─相思相愛から共依存へ
	6 　欧州人民党の混迷
	ハンガリー問題の閉塞
	欧州人民党評価委員会の機能麻痺

	第5章　新型コロナウイルス対策とオルバンの権力強化
	1 　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）とハンガリーの政治体制
	2 　ハンガリーのコロナ対策立法
	ハンガリーの緊急事態宣言と対策法案の提出
	ハンガリー議会による対策法の採択
	3 　対策立法へのヨーロッパ的反応
	他の加盟国─抑制的な批判
	理事会と欧州理事会─ほぼ無反応
	欧州委員会─期待外れの対応⑴
	欧州議会─期待外れの対応⑵
	4 　ハンガリー政府の応答と様相
	対策法制定後のフィデス
	危険事態から医療緊急事態へ

	第6章　EU における財政枠組みの成立と法の支配
	1 　多年次財政枠組みと法の支配コンディショナリティ
	2 　欧州委員会のコンディショナリティ提案
	提案の概要
	ハンガリーとポーランドの反対
	3 　「次世代のEU」の浮上と代替策の模索
	欧州議会と理事会の基本合意
	代替策の模索
	4 　欧州理事会における2020年12月の妥協
	妥協の成立と概要
	妥協の評価─素晴らしい成果か，余分なものか
	コンディショナリティ規則への着手をめぐって


	第Ⅲ部　オルバン政権の対外政策
	第7章　全方位均衡としての対中国関係
	1 　オルバンの機会主義
	2 　EU・中国関係の展開とハンガリー
	3 　EU・中国間対立とハンガリー
	4 　オルバンの動機
	経済の活性化
	個人的利益
	第三国・中国による均衡

	第8章　EU の対ロシア制裁とオルバンの戦略
	1 　EU とロシア，そしてハンガリー
	2 　EU・ロシア関係の中のオルバン政権
	3 　ウクライナ侵攻後のハンガリー
	4 　ベラルーシ化するハンガリー？
	5 　全方位均衡としての対ロシア関係


	終　章　EU による対応の失敗
	権威主義化を抑止できなかったEU
	なぜ失敗したのか
	栄養剤としてのEU
	オルバン5 選とこれから

	巻末資料
	参考文献
	初出一覧
	あとがき
	人名索引
	事項索引



